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Ⅰ設置課程と学科及び入学定員
全日制の課程

普通科120名(3学級)

総合学科160名(4学級)

※教育課程は最終頁に掲載

Ⅱ　推薦入学者選抜について

1普通科

(1)募集人員　　入学定員の15%程度

(2)志願資格

平成25年3月に､西学区の中学校又はこれに準ずる学校(以下｢中学校｣という｡)を卒業する見込みの

者のうち､次の条件を満たす者で､かつ中学校長の推薦を得た者とする｡

①　本校普通科の特色を理解し､志望する動機及び目的意識が明確･適切であること｡

②　本校が次に定める推薦要件を満たしていること｡

ア　キャリア形成に係る要件

将来､大学でさらに高度の教育を受けることを希望し､明確な目的意識を持つ乱

イ　成績評定概況に係る要件

評定合計の分布段階が② (31 -37)段階以上の者o

ウ　特別活動等に係る要件

部活動や生徒会活動において顕著な実績(県大会出場以上､生徒会長･副会長)がある者｡
エ　その他の要件

実用英語検定､または漢字検定で3級以上を取得している者｡

あるいは美術､作文､英語等に関して東北･全国レベルでの出場や出展等の実績を持つ者｡

キャリア形成及び成績評定概況に係る要件に加え､それ以外の要件のいずれか一つに該当する乱

(3)選抜基準(A調査書学習の記録:B調査書学習の記録以外:C面接:D作文)

A50:B35:C5:DIO (内定割合80%)

A35:B50:C5:DIO (内定割合20%)

(4)推薦入学者選抜の実施について

①　期　　日　　2月7日(木)

②　集合時間　　9時までに本校に集合

③　作　　文

ア　時　間　　9時30分から10時20分まで

イ　字　数　　500字から600字までとする｡

り　評価の観点
･内容(題意の理解,論理性,具体性等)

･構成･叙述(文章の組み立て･展開･まとまり､叙述の仕方･工夫等)

･書写･表記(正しく整った文字､適切な表記等)

エ　評価の段階　ABCDE (5段階)

④　面　　接

ア　形　態　　グループ面接15分程度,個人面接5分程度とする｡

イ　時間帯　10時40分から12時まで(予定)

り　評価の観点
･目的意識(動機･理由､興味･関心､進路等)

･人物(向上心､積極性､リーダーシップ等)

･態度(面接の所作､対応等)

･その他(コミュニケーション能力等)

エ　評価の段階　ABCDE (5段階)

⑤　携帯品　　受検票､上履き､鉛筆､消しゴム,鉛筆削り

2総合学科
(1)募集人員　　入学定員の35%程度

(2)志願資格

平成25年3月に､県内の中学校又はこれに準ずる学校(以下｢中学校｣という｡)を卒業する見込みの者

のうち､次の条件を満たす者で､かつ中学校長の推薦を得た者とする｡

①　本校総合学科を志望する動機及び目的意識が明確･適切であること｡

②　本校総合学科に対する適性､興味及び関心を有すること｡

③　本校が次に定める推薦要件を満たしていること｡



ア　キャリア形成に係る要件

系列での学びの特色を理解し､進路選択に活かせるような学習意欲を持つ者｡

イ　成績評定概況に係る要件

評定合計の分布段階が② (31 - 37)段階以上の者｡

り　特別活動等た係る要件

部活動や生徒会活動において顕著な実績(県大会出場以上､生徒会長･副会長)がある者｡
エ　その他の要件

実用英語検定､または漢字検定で3級以上を取得している者｡

あるいは美術･作文,英語等に関して東北･全国レベルでの出場や出展等の実績を持つ者｡

キャリア形成及び成績評定概況に係る要件に加え､それ以外の要件のいずれか-つに該当する者｡

(3)選抜基準(A調査書学習の記録: B調査書学習の記録以外: C面接)

A50 :B40 :CIO (内定割合70%)

A35:B55:CIO (内定割合30%)

(4)推薦入学者選抜の実施について

①　期　　日　　2月7日(木)

②　集合時間　　9時までに本校に集合

《注》志願者数により変更することも ある｡その際は､中学校を通じて事前に連絡する｡

③　面　　接

ア　形　態　　グループ面接15分程度､個人面接5分程度とする0

イ　時間帯　　9時30分から12時30分まで(予定)

《注》志願者数により変更すること もある｡その際は,中学校を通じて事前に連絡する｡

ウ　評価の観点
･目的意識(動機･理由､興味･関心､進路等)

･自己表現力(言語表現､コミュニケーション等)

･人物(向上心､積極性､リーダーシップ等)

･態度(面接の所作､対応等)

エ　評価の段階　ABCDE(5段階)

④　携帯品　　受検票､上履き

3出願手続
志願者は,次の書類を在籍中学校長を経由して､本校の校長に提出する｡

(1)提出書類

① ｢推薦入学願書｣:本校所定の用紙(普通科は水色､総合学科は桃色)に､2,200円の山形県収入証紙を貼付し､消印はしない｡

② ｢推　薦　書｣

③ ｢調　査　書｣

④ ｢自己申告書｣‥進路等相談を踏まえ･本校の校長が提出を認めた場合､本校所定の用紙を提出する｡

(2)書類受付場所及び期間等

①　志願手続きの場所は､本校事務室とする｡

②　受付期間は､ 1月23日(水)から1月29日(火)12時までとする｡

なお､書類の提出は､郵送の場合でも締切目時までに必着とする(郵送の場合は簡易書留郵便とし､

返信用切手380円分〔郵送料80円及び簡易書留料金300円分〕を貼った出願者本人の在籍中学校長あての

返信用定形長3号封筒を同封する)｡

③　志願手続きを完了した著には､ ｢受検票｣を交付する｡

4選抜結果の通知
2月15日(金)中学校長あてに, ｢推薦入学者選抜結果通知書｣及び｢合格内定通知書｣を送付する｡

ただし､合格者の発表は､ 3月17日(日)の16時頃(予定)に行う｡

5注意事項
(1)推薦入学志願者は､第1志望のみとし､志願に必要な用紙は所定のものを使用する｡

(2)推薦入学の選抜にもれた者で･本校の一般入学者選抜を志願する者はその出願手続きに従い､入学願書を改め

て提出する｡なお､その際は第2志望を認める｡また,先に交付された受検票は､再手続きの際に返却する｡



Ⅲ一般入学者選抜について 劔 

(1)志願資格 ①平成25年3月に中学校又はこれに準ずる学校を卒業見込みの者､若しくは中等教育学校の前期課程(以 

下｢中学校｣というo)を修了(以下｢卒業｣というo)する見込みの者o 

②中学校を卒業した者o 

③学校教育法施行規則第95条の各号のいずれかに該当する者o 

(2)出願手続 

平成25年度山形県公立高等学校入学者選抜実施要項によるが､特に次の点に注意するo 

①提出書類 アト般入学願書｣:本校所定の用紙(普通科は白色､総合学科は黄緑色)に､2,200円の山形県収入証 

紙を貼付し､消印はしない○ 

イ｢調査書｣ ウ｢自己申告書｣:進路等相談を踏まえ､本校の校長が提出を認めた場合､本校所定の用紙を提出するo 

②書類受付場所及び期間等 
ア志願手続きの場所は､本校事務室とする○ イ受付期間は､2月20日(水)から2月26日く火)12時までとするoなお､書類の提出は､郵送の場合で も締切目時までに必着とする(郵送の場合は簡易書留郵便とし､返信用切手380円分〔郵送料80円及び 簡易書留料金300円分〕を貼った出願者本人の在籍または出身中学校長あて返信用定形長3号封筒を同 

封する)o ウ推薦入学者選抜にもれた者で､一般入学者選抜を志願する者は､改めて入学願書を提出する○なお､ 

受験料の納付は要しないo 

③注意事項 

ア公立高等学校への志願は､1人1校とするo 

イ普通科､総合学科とも第2志望を認める0第2志望を希望する者は､入学願書の第2志望記載欄にそ 
の学科名を記入することo希望のない場合は､その欄に右上がりの斜線を引くことo 

ウ_西学区以外からの総合学科への志願者については､第2志望を認めないo エト般入学願書｣の用紙は､本校､事務室から受け取る○記入は､入学願書の記入上の注意に従う○ 

オ書類は､在籍又は出身中学校長を経由して提出するo 

カ高等学校に在籍のまま志願する者は､在籍高等学校長の｢志願承諾書｣を添付する○ 

キ学区外又は県外より志願する者は､それぞれ｢学区外志願｣の要領によるo 

ク志願手続きを完了した者には,｢受検票｣を交付する○ 

(3)学力検査等 

①検査日時平成25年3月10日(日) 

② 倬隴B�教科 ����+ﾘ+�+ZITﾘｴﾉw�ｾ�,ﾚH僮TﾚH��+X588�B� 

8:50-9:40 俛�ﾎ｢�

10:00.-10:50 ��Hｧr�

ll:10.-12:00 倆�橙�

12:40-13:30 凉ﾘ怩�

13:50-14:40 丶��ﾎ｢�

(13:50から約10分間はリスニング.テスト) 宙��ﾎ｢��

調査書中の各教科の評定と学力検査の成績の比率3=7 

③注意事項 

ア学力検査は本校で受検するo 

イ受検者は8時20分までに､体育館に集合し､係の指示に従う 

ウ受検者は､受検票を持参する○ 

エ受検者は,受検票のはか､筆記用具､上履き､昼食を持参する 

定規(三角埴定規のいずれでもよい○ただし､分度器又は分度器付き定規は不可)､コンパス､鉛筆削りと 

する○これ以外の使用は認めない○公式や法則等の書いてある定規､鉛筆､筆入れ等を持参してはなら 

ない○計算機能､英単語表示機能付腕時計を持参してはならないoその他､検査の公正を欠くおそれの 

ある物を持参してはならない○ 

オ下敷の必要な受検者には､本校のものを貸与するo 

カ聴覚障がい者で補聴器を必要とする者は､使用してもよいo 



(4)面接 

①面接実施の目的 

受検者の多様な能力.適性､.関心.意欲.態度及び努力の成果などを観点にして､受検者の優れた個性 を選抜の参考資料とするため実施するo 

②面接結果の取扱い 

面接の結果を必要に応じて選抜の参考資料とするo 

③面接の方法 

ア日時3月10日(日)15時から17時頃まで 

イ場所本校普通教室及び特別教室 

ウ形態グループ面接とし､1グループの人数は7名程度とするo 

エ面接委員数各面接室3名 
■オ時間1グループの面接時間は､15分程度とする○ 

Ⅳ合格発表 
3月17日(日)16時頃(予定)に本校に掲示する○(電話等による問い合わせは受け付けない) また､合格者には､｢合格通知書｣及び関係書類を郵送するo(不合格者には連絡しない) 

Ⅴ個人情報の提供 
受検者の個人情報(学力検査の教科別得点)の提供は,合格発表後郵送により行う○ 個人情報(学力検査の教科別得点)の提供希望者は､入学願書に郵送による個人情報(学力検査の教科別得点) の提供希望の有無を記入の上､返信用封筒長3号封筒(簡易書留郵便とし､出願者本人の住所.氏名を記入の上 親展扱いとし､返信用切手380円分[郵送料80円及び簡易書留料金300円]を貼ったもの)を提出することo 

Ⅵ入学後の諸経費 
入学後の本校における所要経費は､おおよそ次のとおりo[平成24年度1年次実績] 

年次経費芸農芸555,,00.0謂諾霊,'蓋芸芸.副教材費19,860円～225;5625≡喜 

諸会費26,760円(年額)運動着等30,491円 

修学旅行積立金72,000円(年額) 

上記諸経費のうち普通科45,000円 

入学時納入額総合学科40,000円 

※制服代 

男子冬服正装41,140円夏服正装18,060円 

女子冬服正装38,775円夏服正装17,325円 

Ⅶその他(その他オプションあり) 

(1)上記に該当しない事項については､｢平成25年度山形県公立高等学校入学者選抜実施要項｣によるo なお､不明.疑問点がある場合は､出身又は在籍中学校を経て､本校に問い合わせることo (2)会場の下見の際､校地内に立ち入ることはできるが､校舎内に立ち入ることはできないo (3)合格発表後の新入生説明会を､3月26日(火)に実施するので､保護者同伴で必ず出席すること. なお､詳細は､｢合格通知書｣と一緒に送付する○ 

【参考】
:A冠の部活動

u)記直U部活動*加入は任意ですが､殆んどの生徒は部に加入していますo 

運動部 凛H�8ｺ8ｵｪHﾖH�nﾈｸZH5H6(4ｨ�ｺH5ﾈ7H6x7ｸ�ｸ8ｺH5ﾈ7H6x6X6ｨ5械�
バスケットボール､バレーボール､新体操､卓球､バドミントン､ 

柔道､剣道､弓道､アーチェリー 

(ウエイトリフティング､ラグビーは廃部の予定) 

文化部 儖ﾈ��H��;唔���Hｧ唏ﾘx℡H�ﾈ�I(9;唏揄;唔+)yﾚH8��ｸ7h8ﾚB�
ボランティア.インターアクト､科学､天晩太鼓 

(2)主な学校行事

4月　　　　入学式･対面式

5月･9月　地区高校総体

6月　　　　県高校総体

6月　　　　演劇鑑賞

6月　　　　学校祭

10月　　　　球技大会

10月･11月　県新人大会

11月　　　　修学旅行

3月　　　　卒業式



教　育　課　程　表

【普通科】教育課程表.oは単位数[=コは選択科目
1年次

2年次･ 3年次　人文社会コース

2年 侏ｹ�9[d"�古典B ��(､X讀��?ｩgｸ讀�亥��世界史B二 日本史B② 侏ｹ�8��橙�数学ロ �2､"�･生物基礎, 科学と人間 ��ﾈ屍�保健 �7�V�ｴ�H咤�コミュニ ケーション 刮p語表現Ⅲ 冕)x�%Hｸ��LHR 偖C3�%�犬�
③ ���地理A �&鶫yﾔ"�@ �"�@ ��hｨ���@ ���@ ��ﾎｨuht"����① 嫡B�

3年 侏ｹ�9[d"�古典B �ｹ�謁ﾘ怩�攣�異�ﾎ｢�世界史B 日本史B �ｹ���(､X譴�攣��?ｩgｸ譴�政治.経済 ② ��ﾈ屍�t��Speak OutⅠ王 �5(7�8X6｢�5��ｸ5h8x92�宍語表現Ⅱ �ｹ���Hｧt����顋yﾘ����ｹ���Hｧt"��ｹ���ﾘﾆⅲ�<Xﾝ��2�冕)x�%Hｸ��LHR 仭c3�%�犬�
_(診 ���③ �&騫ﾔ"���課題地理 ② 剩��英語Ⅲ(診 ���ロ⊂:l ～@ 剩�p工､ 書道正(む､ �(D 嫡B�

a群 免(ﾅ��
･ 2年次地歴Aで世界史Aを選択した壱ra､地歴Bで世界史B以外を､世界史A以外を選択した者は

世界史Bを選択する
･ 3年次地歴Bは2年次からの継続履修とする

･ 3年次芸術は､ 1年次芸術で選択した科目と同一科目とする

2年次･ 3年次　自然科学コース

2年 侏ｹ�9[h齟�古典B ��(､X讀��?ｩgｸ讀�t���:ｨ讀"�?ｩgｸ讀#"�侏ｹ�8��橙���Hｧv����Hｧt"��ｸｧr�兒謁ﾘｮ隲"���ﾈ屍�兢ｸﾉ"��7�V�ｴ�HuB�コミユニ 刮p琵表現tI 冕)x�%Hｸ��LHR 偖C3�%�犬�
@ ���地理A 刧A 地理B 刧A 僉 刧A 刧A 剞ｶ物基礎 @ 刧A 刧@ 刧A �5�ﾘ5ﾈ��?��ﾂ���ﾎｨuht"�燃之ﾂ�t��lo 嫡B�

3年 侏ｹ�9[d"���曲 剞｢界史B 本B 刮ﾛ題教学C 政治.経済 ② 决ヒさ 凵摯ｨ理 刄Rヒ 儡peak 刄R=ユ~ 刮p語表現Ⅱ @ 剞矧wⅢ⑳. 劔冕)x�%Hｸ����B� 偖C3�%�犬�課題数学A. 英語理解 ､､､③ 劍攣�姐97�"�古‥B @ 剴厓X 地､理B ③L. 劔化子 ② 凵攝ｶ物 ◎地学 ① 刹x日 @ �0utⅠー @ 刄P-シヨン 英語m(参 劔剴ﾘ��ﾚB�攣���9-B�尨ﾋ駢DX����ub���;�Xt��儉HR ① 

a群l �(ﾅ��'2年次地歴Aで世界史Aを選択した者は､地歴Bで世界史B以外を､世界史A以外を選択した者は世界史Bを選択する

･ 3年次地歴Bは2年次からの継続履修とする

･課題政経は政治･経済を選択した毒か履修できる

･ 3年次◎理科は､ 1 ･ 2年次で墨礎科目として履修した科目とする

'3年次芸術は､ 1年次芸術で選択した科白と同一科Ejとする

【総合学科】教育課程表○は単位数　E=コは選択科目

2 震 佝���系統 ��8ﾆ��ｺI,ｩyｨ�8怏m｢�介護系以外共通履修科目 劍ﾆ��ｮ��(怏m｢モ��剋ｩ由選択科目(4) 剌T30単位 

A群③ �(ﾅ�t"�C群(む 禰ﾅ�t��E 

国際 交流 ��日本史B.地理B(む 化学基礎.生物室礎 地学基礎.物理基礎② 体育② 保健① 家庭総合② 総合的な学習の時間① LHR① 侏ｹ�9[d"���∫ 古典A @ �5(7�8X6｢�5��ｸ5h8x92���ﾎｨub�t"�異文化 理解i 倬韜h��ﾎ｢�SpeakOut王 �� 

情報 科学 竸ｸｴﾈ檍ﾇhﾆ��劔簿記A ��饑��yﾓ��簿記A/ �7(5x6ﾈ5��ｮ��"�原価計算 

情報処理系 劔��饑��yﾔ��簿記B �7(5x6ﾈ5��H抒���

美術. デザイン ��劔絵画王 ��(ﾆ�ｮ��"�ビジ土FJLl デ妨インー �� 

彫刻Ⅰ 

家政 科学 儂ﾙY霹��劔･造形基やf ��(ﾆ�旗ｫ(uR�服癖対ヒ �6h5X4898uB� 
食物系 劔�7Bﾘ6�6h5X4896��食文化l ��iZ駅ｸﾝｲ� 

保育系 劔倡�,x.�,ﾂ�Jﾙ$(,i]ｸ屍��子ども労ヒー 倆�檍､ﾙj��r� �乂埜b�

社会 福祉 兀�8ﾆ��劔鹿鵬程 ��hｨ育�xｵｨ���介護筒機 �� 
介護福祉士 国家試験 受験資格系 刮諟�ﾀ習 '.③ ��hｨ育�xｵｨ���t��樣N��dx��こころと からだの 理解④ ��hｨ育�r�介護福祉 ��hｨ育�r�約て2,J〈コ 社会福祉 �5(7�8X6｢�5��ｸ5h8x92�遇32単位 7校時×2日 

i ①. 刹Z術 偬I�B�技術 抱ｮ��"��技摘 

◇継続を示す
例) ○○Ⅰ一〇〇n
IをとらないとⅡはとれない

◇介護福祉士国家試験受験資格
取得を目指す生徒は､ 49単位

選択する

◇同一科目名は1つしかとるこ
とができない

◇卜　Jlま､継続性･順次性
のある科目

加護実習③､ (長期休業中の集中講義) 

D群科目　数学A　中国語r　ロtJア語T　情報処理　ブEjダウ 日　英講表現Ⅱ　版画a　陶芸a

音楽E　書道丑

3 震 佝���系統 仄I,ｩyｨ�8怏m｢モﾖﾃB��介轟系以外共通履修科目 劔系列発展科目(9) 劍齷u)����怏m｢ッ��刹�30単位 

F群③ 肺ﾅ�t"�H群③ �x�ﾒｴｨﾅ�t��蛤ﾅ�亥��

国際 交流 ��世界史A② 日本史甲.地理8② 体育② 課題研究②~ LHR(D 侏ｹ�9[d"��5(7�8X6｢�5��ｸ5h8x92��8ﾉ[h峇�yﾘ��uR�英語理解 �7�V�ｴ�ｫ�� � 

情報 科学 竸ｸｴﾈ檍ﾇhﾆ��劔�7(5x6ﾈ5����k��財務会計 王 冉�ﾘ5��6X48984��巴符ス 情事琵 菅】警 俥�k�檍ﾇb�R�;鰻倩ﾂ���Y_ｨﾇhﾊｲ�電子 商取引 

情報処理系 

美術ー ��劔丶x柯uR�ビジュアル �5(98788X�ｸ5��造形 �� 

デザイン 剩����ﾎｨub�t"��*Hﾘ�b�ヂ桝ンⅡ. �i�ﾊB�表現 

軍政 科学 儂ﾙY霹��劔哽I�(ﾆ�ﾊB�造形LE. ��(ﾆ�ｮ��"�7H�6雨ﾙ�ｨ92���,x.�,ﾂ�Jﾘ戊,i]ｸ屍� 售�5h�(�ﾂ��8�h8b� 
食物系 劔刄tードデザイン丑 ��閏h峩白��ｸｧy�iZ��

保育系 劔剋qどもの 発達と保育社 �+�,h.�ﾞ�7�披���

社会 福祉 兀�8ﾆ��劔舒��(櫁ﾎﾂ�看護基礎医学 倆�檠Fﾈ�8��� � 
介讃福祉士 国家試験 刮諶]福祉 艇櫁ﾎﾂ��靜ﾈ���u2�櫁ﾎﾉ�ﾘﾘr�生活支援 �靜ﾈ暹/b�介岩垂実習 坪+�+�.ｸ,b�*�.x+�,ﾂ��+�5ﾄdb����檠Y�2�週32単位 

受験資格系 勁墓礎e) ��/ht����ｨ�t�B�技術 劔yﾘ���舒��"�7校時×2日 

生活支援技術(D 
//介轟常 (隻 俘x��t��(hﾗXｶ���

I群科目　政治･潅済　中魯語Ⅱ　□=Jア語澄

版画b　クラフトデザイン
J群科目　英語表現耳　音楽Ⅲ　書道Ⅷ

空間デザイン　美術史
1十J群科目化学生物簿記
確執蒜2年次で基礎科白として選択した科冒とするo)

K群科目　課題数学Aピアノ実用書道晴報処理素描陶芸b　プアツ=)ヨツ造形基礎フードデザイン子どもの発注と保育

*上記の教育課程表は実施予定のものです｡一部変更することもあります｡


